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佐賀県唐津市における「呼子朝市」の存続基盤
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図13　「呼子朝市」への主な出品物の変化
1）棒は出品される時期を示す．
 （呼子朝市組合資料より作成）
図11　青果を売る店
青果は，道路上にカゴや木箱，発泡スチロールを置き，
その中に並べられる．店主は，座布団や簡易いすに座
り接客する．
 （2014年11月22日撮影）
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奨励している。
SCRUM呼子は，呼子朝市組合の事務局を運営
するほか，各種団体主催のイベント事務局を請け
負っている。例えば，2013年度では，水光呼子
港まつり実行委員会が主催する第39回水光呼子
港まつり（2013年8月4日）や，呼子朝市ふれあ
いフェスタ実行委員会が主催する第12回呼子朝
市ふれあいフェスタ（2014年3月24日）の事務
局として委託を受け，イベントの企画，運営に携
わった。また，風の見える丘公園の管理・清掃業
務を唐津市から受託していたり，呼子地域の旅館
業者に対してレンタサイクル事業を行ったりして
いる。
1998年4月27日に呼子朝市組合が82名の会員
で創設されるまでは，出店者がフリーマーケッ
トの形態で自由に場所を選び出店していたため，
出店数の推移などは統計的に整理されていない。
呼子朝市組合が設立されてからの組合員数は，
SCRUM呼子によると，呼子朝市サミットが開催
され，呼子朝市ふれあいフェスタがスタートした
2002年の174人をピークに，2011年95人，2012
年86人へと減少した。この減少理由は，組合員
の高齢化と，道の駅や地元産品を扱う大型店など
に，客と同様に出店者もシフトしていったことが
あげられる。しかしながら，近年は，2013年に
は95人，2014年98人，2015年99人と，減少をく
い止め微増している。図17は，地区別の組合員
の増減を示したものである。いずれの地区も，減
少しているが，観光客向けに鮮魚を中心に販売す
る加部島は減少率が小さい。
２．調査概要
本調査は，「呼子朝市」の実態を明らかにする
ため，「呼子朝市」出店者に聞き取り調査を実施
した。調査日は，2014年12月1日（月），2015年
1月26日（月）および2月8日（日）の3日間で
あり，回答数は39件であった。
３．調査結果
調査結果について，出店品目を大きく4分類
（A.鮮魚11票，B.加工・乾物水産13票，C.青果8
票，D.その他7票）に区分した表が，表1である。
出店品目別に出店者の特徴を見出す。
図15　店舗と出店者が共存するパターン
店舗と出店者が同時刻に営業する場合は，店舗の商品
陳列を遮らないように，出店者の配置に工夫がなされ
ている．
 （2014年11月22日撮影）
図14　店舗前に同店が出店するパターン
店舗前に同店が出店するケースは，商品の品揃えが良
く，店舗従業員が接客する．
 （2014年11月22日撮影）
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図16　呼子朝市の登録店舗の配置図（2015年度）
「行商」とは，保健所の許可申請が必要な鮮魚の販売を指す．「加工」とは，加工・乾物水産
物の販売を指す．「指定なし」とは，上述以外の販売を指し，生鮮野菜の販売を主とする．
 （呼子朝市組合資料より作成）
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１）鮮魚
出店者の年齢は，50歳代から80歳代までで，
60歳代と70歳代が多い。居住地は，呼子地域（呼
子）5名，呼子地域（加部島）5名，唐津市鎮西
町1名という内訳である。加部島からの出店者は，
加部島と呼子をつなぐ呼子大橋が開通した1989
年以降に増えた。ウニ・アワビ・サザエなどの鮮
魚を朝市で販売するのは，主に加部島の住民であ
ることがわかる。契約規模は，1軒につき1～1.5
ｍと小規模である。出店曜日は，土日のみ出店す
るか，土日を中心に出店する人がほとんどである
ことから，「生活市」というより「観光市」が意
識されていることがわかる。また，アワビ・サザ
エ漁は，10月末から12月中旬まで禁止されるの
で，朝市ではこの期間にそれらの商品を並べるこ
とはない。生業は採貝藻業などの漁業がほとんど
で，農業と兼業している場合もある。他には，そ
の他の生業がなく，夫が漁で収穫したものを妻が
販売している場合もある。
２）加工・乾物水産
出店者の年齢は，40歳代から80歳代までで，
70歳代と60歳代が多い。居住地は，ほとんどが
呼子地域である。契約規模は，他のどの品目の契
約よりも広く，自社の店舗前を登録し，確保する
だけでなく，支店を設けている場合もある。具体
的な品目については，イカやアジ等の乾物水産，
アジやサバのみりん干し，ウニの瓶詰等の加工水
産であった。1月から12月までの毎日出店してい
る者がほとんどで，商売に対する意識が高いとい
える。その他の生業は水産加工業であるか，自宅
で製造して販売するかのいずれかである。加工す
る魚介については，仕入れるものがほとんどで，
漁をして加工生産するものは13軒中3軒のみで
あった。
３）青果
出店者の年齢は，60歳代から80歳代までで，
70歳代と80歳代が多く，最も高齢化が進んでい
る。居住地は，唐津市鎮西町がほとんどであり，
契約規模は，1～1.5ｍと小規模である。出店期
間については，先代から引き継いで30年以上続
いている者と，朝市組合が創立した頃から出店を
始め約20年になる者の2つのパターンに分けられ
る。品物がある限り毎日出店するという回答が多
かったが，登録者数に対する回収数の割合の少な
さから，休みがちな者も多いと推察される。その
他の生業はほとんどが農業であり，季節に応じ
て様々な野菜を生産し販売している。また，漬物
や蒸かしサツマイモなど加工した状態で販売する
品もある。多くが農協や道の駅など，他に農産物
を出荷することで主な収入源を確保しており，朝
市での収入のみに依存している者はほとんどいな
い。野菜についても加工・乾物水産についても，
購入者は地元客よりも観光客が多いが，青果につ
いてはその差が小さい。
４）その他
出店者の年齢は，60歳代から90歳代までの6
名と，まだ始めて2カ月の30歳代が1名である。
出店者は，これまでの近隣からだけではなく，唐
津市湊町や有田町，福岡市といった比較的遠方か
ら来ている。出店品目は，漬物，弁当・菓子（ま
んじゅう），焼き芋のような加工品や，「ヤクルト」
製品，陶磁器などの小売品である。弁当・菓子（ま
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図17　居住地別呼子朝市組合員数の変遷 
（2001年，2015年度）　　　
小川島を居住地とする組合員は両年ともになし．
 （福田（2002）および呼子朝市組合資料より作成）
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者
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出
店
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契
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（
m
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そ
の
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生
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入
・
加
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60
年
代
～
80
代
女
呼
子
地
域
（
呼
子
）
徒
歩
（
荷
車
）
1
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土
日
5月
～
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鮮
魚
漁
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⇒
販
売
A
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年
代
～
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代
女
呼
子
地
域
（
呼
子
）
自
動
車
（
送
迎
）
1
.0
 
毎
日
通
年
鮮
魚
漁
業
漁
⇒
販
売
A
-3
19
80
年
代
～
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代
女
呼
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地
域
（
呼
子
）
自
動
車
（
送
迎
）
1
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毎
日
通
年
鮮
魚
（
カ
サ
ゴ
･
サ
ザ
エ
）
漁
業
漁
⇒
販
売
A
-4
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80
年
代
～
70
代
女
唐
津
市
鎮
西
町
徒
歩
（
荷
車
）
1
.0
 
週
2～
3
回
11
月
～
3月
鮮
魚
（
カ
キ
），
野
菜
，米
農
業（
米
），カ
キ
採
り
生
産
⇒
販
売
A
-5
19
80
年
代
～
70
代
女
呼
子
地
域（
加
部
島
）
自
動
車
1
.0
 
週
3～
4
回
（
土
日
含
む
）
1月
～
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鮮
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ウ
ニ
･ナ
マ
コ
･
サ
ザ
エ
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ピ
ー
ナ
ッ
ツ
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に
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漁
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売
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仕
入
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売（
野
菜
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A
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代
女
呼
子
地
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（
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自
転
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（
荷
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1
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毎
日
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～
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鮮
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な
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A
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～
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呼
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地
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加
部
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自
動
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1
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土
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～
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鮮
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ザ
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マ
コ
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業
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⇒
販
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A
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年
代
～
70
代
女
呼
子
地
域（
加
部
島
）
自
動
車
（
送
迎
）
1
.0
 
土
日
祝
1月
～
10
月
鮮
魚
（
ア
ワ
ビ
･
サ
ザ
エ
），
果
物
（
み
か
ん
･
落
花
生
）
農
業
（
み
か
ん
･
落
花
生
）
漁
⇒
販
売
,
生
産
⇒
販
売
A
-9
19
90
年
代
～
70
代
男
呼
子
地
域
（
呼
子
）
自
動
車
1
.0
 
土
日
通
年
鮮
魚
漁
業
仕
入
⇒
販
売
,
漁
⇒
販
売
A
-1
0
19
90
年
代
～
50
代
女
呼
子
地
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加
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自
動
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1
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（
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ニ
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伊
予
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漁
⇒
販
売
,
生
産
⇒
販
売
A
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1
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～
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呼
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地
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加
部
島
）
自
動
車
1
.0
 
土
日
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魚
（
海
産
物
）
な
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漁
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販
売
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B
-1
19
60
年
代
～
70
代
女
呼
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地
域
（
殿
ノ
浦
）
徒
歩
も
し
く
は
自
動
車
（
送
迎
）
1
.0
 
日
和
が
良
い
日
通
年
乾
物
水
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，加
工
水
産
な
し
仕
入
⇒
販
売
,
仕
入
⇒
加
工
⇒
販
売
B
-2
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70
年
代
～
70
代
女
呼
子
地
域
（
呼
子
）
タ
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シ
ー
8
.0
 
毎
日
通
年
加
工
水
産
（
ア
ジ
･
サ
バ
），
焼
き
物
（
カ
キ
），
揚
げ
物
水
産
加
工
仕
入
⇒
加
工
⇒
販
売
B
-3
19
70
年
代
～
60
代
女
呼
子
地
域
（
呼
子
）
徒
歩
（
荷
車
）
2
.0
 
土
日
通
年
乾
物
水
産
（
イ
カ
･
ア
ジ
）
水
産
加
工
仕
入
⇒
加
工
⇒
販
売
B
-4
19
80
年
代
～
70
代
女
呼
子
地
域
（
呼
子
）
徒
歩
（
荷
車
）
1
.0
 
毎
日
通
年
乾
物
水
産
，加
工
水
産
な
し
生
産
⇒
加
工
⇒
販
売
B
-5
19
90
年
代
～
80
代
女
呼
子
地
域
（
呼
子
）
自
動
車
2
.0
 
毎
日
通
年
加
工
水
産
水
産
加
工
仕
入
⇒
加
工
⇒
販
売
B
-6
19
90
年
代
～
60
代
女
呼
子
地
域
（
呼
子
）
自
動
車
2
.0
 
毎
日
通
年
乾
物
水
産
，加
工
水
産
な
し
仕
入
⇒
加
工
⇒
販
売
B
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19
90
年
代
～
40
代
男
呼
子
地
域
（
呼
子
）
店
舗
前
6
.0
 
毎
日
通
年
加
工
水
産
（
ア
ジ
な
ど
）
水
産
加
工
仕
入
⇒
加
工
⇒
販
売
B
-8
20
00
年
代
～
80
代
女
呼
子
地
域（
加
部
島
）
自
動
車
（
送
迎
）
1
.0
 
週
2
回
通
年
乾
物
水
産
（
イ
リ
コ
･
ワ
カ
メ
）
な
し
仕
入
⇒
販
売
B
-9
20
00
年
代
～
70
代
女
呼
子
地
域
（
呼
子
）
バ
イ
ク
1
.0
 
週
3
回
通
年
乾
物
水
産
（
イ
カ
）
な
し
漁
⇒
加
工
⇒
販
売
B
-1
0
20
00
年
代
～
60
代
女
呼
子
地
域
（
呼
子
）
自
動
車
（
送
迎
）
2
.0
 
毎
日
通
年
乾
物
水
産
（
一
夜
干
し
）
な
し
仕
入
⇒
加
工
⇒
販
売
B
-1
1
20
00
年
代
～
50
代
女
唐
津
市
鎮
西
町
徒
歩
5
.0
 
毎
日
通
年
加
工
品
（
ウ
ニ
瓶
詰
）
水
産
加
工
仕
入
⇒
加
工
⇒
販
売
B
-1
2
20
00
年
代
～
40
代
女
呼
子
地
域
（
呼
子
）
自
動
車
2
.0
 
毎
日
通
年
乾
物
水
産
，加
工
水
産
水
産
加
工
漁
⇒
加
工
⇒
販
売
,
仕
入
⇒
加
工
⇒
販
売
B
-1
3
不
明
不
明
男 女
呼
子
地
域
（
呼
子
）
店
舗
前
3
.0
 
毎
日
通
年
加
工
水
産
小
売
仕
入
⇒
販
売
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出
店
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出
店
 
開
始
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年
代
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移
動
手
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約
幅
 
（
m
）
出
店
曜
日
出
店
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出
店
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そ
の
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の
生
業
仕
入
・
加
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C
-1
19
60
年
代
～
80
代
男
唐
津
市
鎮
西
町
自
動
車
1
.0
 
毎
日
5月
～
1月
果
物
（
ぶ
ど
う
･
み
か
ん
）
,野
菜
農
業
（
み
か
ん
･
ぶ
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う
）
生
産
⇒
販
売
C
-2
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70
年
代
～
80
代
女
唐
津
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鎮
西
町
自
動
車
（
送
迎
）
1
.0
 
毎
日
通
年
野
菜
,果
物
農
業
（
み
か
ん
）
生
産
⇒
販
売
C
-3
19
80
年
代
～
70
代
女
唐
津
市
横
野
自
動
車
1
.5
 
週
4日
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上
通
年
野
菜
（
白
菜
･
か
ぶ
･
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セ
リ
等
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,乾
物
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産
（
カ
ジ
メ
･
ヒ
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ワ
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販
売
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-4
19
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代
～
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代
女
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津
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町
徒
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荷
車
）
1
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毎
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1
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町
自
動
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（
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1
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販
売
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産
⇒
加
工
⇒
販
売
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-7
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年
代
～
60
代
女
呼
子
地
域
（
殿
ノ
浦
）
自
動
車
1
.0
 
不
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期
通
年
野
菜
農
業
生
産
⇒
販
売
C
-8
不
明
70
代
女
唐
津
市
鎮
西
町
自
動
車
1
.0
 
毎
日
9月
～
6月
野
菜
農
業
（
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んじゅう）や「ヤクルト」製品については，地元
客が観光客よりも圧倒的に多いとの回答であっ
た。
Ⅳ　唐津市呼子町における朝市の存続基盤
本章では，ⅡおよびⅢで示した朝市の出店品目
別に朝市の存続基盤としての役割について考察す
る。
鮮魚については，加部島からの出店者が多く，
ウニ・アワビ・サザエなどの鮮度の良い高級食材
を取り揃え，観光客を対象とした休日の営業を中
心としている。片山（2003）が「呼子朝市」の出
店品目の新鮮度は「観光客」と「福岡県民」に対
して顧客満足度が高いと示したように，これらの
品目はやはり「呼子朝市」へ観光客を惹きつける
重要な要素といえる。
加工・乾物水産については，呼子地域（呼子）
の出店者がほとんどで，アジやサバのみりん干し
の加工業者からの出店も多く，従業員を配置して
出店している場合も見られた。加工・乾物水産物
は，鮮魚と違って保存が可能なため，通年での出
店を可能にし，土産品として機能する。したがっ
て，まとめ買いなど購買量も多く，出店者も売り
上げを意識するところが多く見られた。
以上，二つの出店品目は ,「呼子朝市」におけ
る「観光市」の要素として重要な機能を果たして
いる。Ⅱで示したように，イカが地域ブランド化
されることによって，呼子地域がイカの水揚げ港
として認知されるようになった。朝市において ,
鮮度の良い近海の魚介に加えて呼子地域を象徴す
るイカも売られていることは，呼子特有の朝市の
雰囲気を醸成している。
青果については，唐津市鎮西町からの出店者が
多く，高齢化の進展が最も進んでおり，地元住民
や他の出店者によって購入されることが多いが，
売上を目的としていない出店が多く見受けられ
た。このような売り上げよりも健康のため，もし
くは他の朝市出店者と交流するために，出店して
いることも多い6）。これらの青果の出店者によっ
て，朝市の賑わいが補強されているといえる。
その他，漬物や焼き芋，陶器などを出店する者
は，遠方から来ている。これらの商品は，土産品
目の多様性を創出していると同時に，他の出店者
や地元住民の購買意欲をも高めている。
Ⅴ　結び
「呼子朝市」は，Ⅱで分析したように，地域の
変化に合わせて移動しており，また法律への対応
のために組織化するなど柔軟に対応してきたこと
がわかる。また，呼子地域において中心地として
の機能が低下するなか，「呼子朝市」は，住民の
買い物先の変化とそれに対応した生産者の出品行
動の変化によって，地元住民を対象とする「生活
市」としての機能が低下していった。
他方で，Ⅲにおける聞き取り調査の結果，①鮮
魚にイカが付加された呼子独特の出店品目構成に
よる集客，②加工・乾物水産物販売による保存が
可能な土産品の提供，③青果販売者による賑わい
の補強，④その他の販売による土産品目の多様性
の創出が，把握された。つまり，観光客を対象と
する「観光市」としての機能が増して存続してい
ることを意味する。
ただし，この存続基盤の背景にあるのは，「生
活市」としての機能が消失されず，賑わいの補強
につながっている点にある。さらには，出店者同
士の交流を通しての労わり合いが，出店者の出店
意欲を維持させ「生活市」としての機能を失わず
に維持できたと捉えることができる。
呼子には「呼子朝市」以外にもイカを活用した
雰囲気の醸成されている。例えば，イカ釣漁船を
鑑賞しながらイカ料理を味わうことのできる飲食
店や，海岸沿いに設けられたイカの一夜干しの干
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場，「回転式イカ乾燥機」といったものがみられ
る。しかし，今回は，朝市の観光化に着目し考察
を行ったため，地域全体に渡るイカの観光活用に
関するさまざまな視点からの考察には至らなかっ
た。また，本稿は ,朝市による地域の活性化を研
究の背景としていたが，朝市と観光の関わりのみ
の検討にとどまり，実際朝市が開催されている商
店街の活性化については検討できなかった。これ
らの点については今後さらに検討する必要があ
る。
［付記］
本研究は，平成26年度長崎国際大学国際観光学科共
同研究「朝市の役割と観光活用に関する研究」の一部
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呼子朝市組合の組合長小林昌克氏，同副会長原美智代
氏，NPO法人SCRUM呼子宅井文雄氏，唐津市呼子支
所産業課廣嶋幸喜氏および小川雅海氏，そして呼子朝
市組合に所属する出店者の皆さまに多大な協力をいた
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注
 1） 生産者の交流の場，高齢者や女性の活躍の場（辻，
1999），新たな流通チャネル，「地産地消」の機能
（津久井，2002）など，様々な視点で報告がなされ
ている。
 2） さらに，開催場所で分類すると，屋内市と街路市・
露天市があること，開催日数や時間でも多様であ
ることを示した。
 3） 朝市ネットワークホームページによる。1988年に
第1回が秋田県の五城目にて開催された。その7年
後の1995年に再開され，以後1999年，2006年を除
いて毎年開催されている。
  http://www.asaichi.ne.jp/（2015年3月27日最終閲
覧）
 4） ただし，増加傾向のなかにあって2000年および
2001年の数値が極端に低い理由は明確ではない。
 5） 漁協が指定管理者となり運営している。（年間2～3
万台の駐車のうち，1万台がバスとなっている。）
 6） 「朝市は生きがいです。」（川尻，2006：29）とある
ように，出店者の多くは，営業目的だけでなく，
購買者との交流だけでなく，出店者同士の交流を
励みに出店していることが多いことが把握できた。
出店者同士で，売れ残った商品を物々交換する光
景や，真冬の雨風で足腰が冷える中，温かい缶コー
ヒーを出店者同士で分け合う光景などを目にした。
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